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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　２月　１６日　(火)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　佐々木　美香　　記録者　小笠原　麻衣　
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	上野(厚)
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	公休
	Ａ留守
	公休
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	準夜
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	佐々木（美）
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	深夜
	準夜

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
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	佐々木（孝）
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	早退
	深夜
	○
	○
	準夜
	○
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	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	　

○
	公休
	業務
	○
	業務
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 本日、新型インフルエンザの予防接種（上舘様、小山様、中村マス様、上田様）

の４名受けています。

· 2／２０（土）までにカルテチェックを行ってください。

・担当業務について～環境整備・退院調整・家族支援・ＳＳＴ・医事統計・担送・護送・新聞購読の報告書がまだですので、速めに報告書を完成しカンファレンスで報告して下さい。

· カルテに挟まっている青せんの紙に名前・年齢をもれることのないようにきちんと

記入しましょう。

· 駐車場についてですが、車を止める際は所定の場所に止めるようにしてください。

· 血液検査と尿検査を同月検査できるよう、管理表更新しましたので、検査伝票を提出する際は、一緒に提出するようにしてください。　　

　

＜患者様連絡事項＞

· 佐々木　栄子様～本日の昼より食事の形態として、粥ミキサー、おかずミキサー

　　　　　　　　　　全トロミになっているので介助の際は、無理をしないように

　　　　　　　　　　摂取量の観察をしていきましょう。

· 久保　清蔵様～本日の昼よりレボトミン（２５）　３Ｔ　　　　３ｘｎｄＥ

ヒベルナ（２５）　２Ｔ　　　

テグレトール（１００）２Ｔ　　２ｘ朝・夕後

３日分処方となっています。精神症状の観察をしていきましょう。

　　　　　　　　　
・早川　忠様～今週の土曜日、南山苑へ退院予定となっています。

＜定期薬変更者＞

· 中村　清枝様～ラックビー微粒Ｎ０．５→１．０

・佐々木　栄子様～３）プラベスタチンＮａ（１０）１Ｔ　１ｘｎｄＥ（夕）

　　　　　　　　　４）ファモチジン（２０）１Ｔ　１ｘｎｄＥ（朝）

　　　　　　　　　　追加処方となっています。
＜担当業務の中間報告＞

・＜担当業務＞

プログラム

＜業務内容＞

· 月間プログラム作成・検討

· 患者様評価（N-ADL・MN-S）によるグループの再編

· プログラム記録書式変更

· スタッフへの勉強会実施

＜下半期報告＞

· 月間プログラム作成は、毎月担当者１名が遅滞なく作成できた。レクリエーションは新しいものを４種類実施した（2月現在）。

· プログラム記録を個人ごとの記録用紙し、カルテへの情報一元化や個人の継続的な活動状況の把握などできる様に書式変更し作成。毎月の総括記入も遅滞なく提出できた。

· 南病棟への転入に伴い、生活機能回復訓練指示箋案及び基準・手順書変更案を提出。決裁がおりたため、11月より導入。次回指示箋更新は平成22年5月を予定。

· グループ編成を迅速に行う為、転入後の評価は1週間程度で行う事が出来ている。

· スタッフへ、プログラムの取り組みについてアンケートを実施した。結果報告と、質問事項について、2月中に回答を予定。

· 患者様評価は2月中に実施予定。

· スタッフへの勉強会について、実施出来ていない為、3月中に実施予定。

＜上半期から下半期への改善点＞

· 南病棟への転入に伴い、生活機能回復訓練指示箋を導入。患者様のプログラム参加目標が明確になり、カルテに綴る事で、情報を共有できた。

· スタッフへ、プログラムの取り組みについてアンケートを実施した。結果報告と、質問事項について、2月中に回答を予定。

＜来年度担当者への申し送り事項＞

· プログラム内容に新しいものを導入できるように情報収集が必要と思う。

· スタッフがプログラムの必要性を理解し提供できるように、勉強会を定期的に実施していく必要がある。

· 個別対応の患者様が増加傾向にあり、集団でのプログラム進行が難しい事もあるが、内容を変更して行うなど柔軟に対応し実施していく必要がある。







